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ノ
ー
モ
ア
・ヒ
バ
ク
シ
ャ
近
畿
訴
訟
の
「
つ
ど
い
」
に
９
０
名 

記念講演をされる日本被団協・和田征子事務局次長 

                                            

 

６
月
２
日（
土
）「
２
０
１
８

年
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
近
畿

訴
訟
・
全
面
勝
利
を
め
ざ
す

つ
ど
い
」
が
大
阪
グ
リ
ー

ン
会
館
で
ひ
ら
か
れ
ま

し
た
。 

京
都
被
爆
２
世
・
３

世
の
会
代
表
の
平
信
行

さ
ん
は
、
「
こ
の
一

年
間
、
核
兵
器
禁
止

条
約
の
成
立
、
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
、
朝
鮮
半
島
南

北
首
脳
会
談
な
ど
の

歴
史
的
な
経
過
の
一

つ
一
つ
は
運
動
の
積

み
重
ね
の
結
果
に
他

な
ら
な
い
。
ノ
ー

モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ

ャ
訴
訟
も
そ
の
一

環
」
と
主
催
者
あ

い
さ
つ
。 

「
記
念
講
演
」
で

日
本
被
団
協
の
和

田
征
子
事
務
協
次

長
が
、
自
ら
は
一

歳
十
か
月
で
長
崎
爆
心
地
か
ら

２
．
２
㎞
で
被
爆
し
た
こ
と
を
紹

介
し
つ
つ
、
被
爆
者
の
想
い
や
被

団
協
の
歴
史
に
も
触
れ
て
「
草
の

根
の
運
動
が
核
兵
器
の
非
人
道
性

を
国
際
政
治
に
反
映
さ
せ
て
禁
止

条
約
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
。」和
田

さ
ん
が
出
席
し
た
バ
チ
カ
ン
で
の

国
際
会
議
で
は
、
「
核
兵
器
の
使

用
と
そ
の
威
嚇
の
み
な
ら
ず
保
有

も
強
く
非
難
さ
れ
る
べ
き
。
一
人

ひ
と
り
の
魂
に
届
く
よ
う
に
自
分

の
言
葉
で
伝
え
て
下
さ
い
。
全
て

が
む
す
び
つ
い
て
い
る
」
と
い
う

教
皇
の
ス
ピ
ー
チ
に
感
動
し
た
こ

と
等
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
も
活
用

し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

川
口
真
由
美
さ
ん
は
、
ギ
タ
ー
を

片
手
に
心
を
こ
め
て
「
花
は
ど
こ

へ
行
っ
た
」
、
「
ケ
サ
ラ
」
「
私
た

ち
は
あ
き
ら
め
な
い
」
な
ど
韓
国

や
沖
縄
の
平
和
の
闘
い
に
連
帯
し

た
思
い
を
熱
唱
さ
れ
、
参
加
者
の

心
と
響
き
あ
い
ま
し
た
。 

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
近
畿

訴
訟
弁
護
団
事
務
局
長

の
愛
須
勝
也
弁
護
士
は
、

豊
富
な
資
料
と
詳
し
い

レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
き
裁

判
の
到
達
点
と
現
状
を

報
告
。
「
現
在
近
畿
で

の
原
告
は
、
３
５
名
に

減
っ
て
き
て
お
り
、
こ

の
訴
訟
も
新
し
い
局
面

に
入
っ
て
い
る
。
勝
利

判
決
の
一
方
で
国
は
徹

底
抗
戦
の
態
度
を
と
っ

て
い
る
が
、
東
京
高
裁

で
の
和
解
の
申
し
入
れ

や
認
定
制
度
の
改
定
な

ど
で
ノ
ー

モ
ア
・
ヒ

バ
ク
シ
ャ

訴
訟
の
全

面
解
決
を

図
る
」
と

決
意
を
話

さ
れ
ま
し

た
。 「

原
告

紹
介
」
で

は
、
現
在
係
争
中
の
二
人
の
紹
介

と
決
意
を
こ
め
た
挨
拶
が
あ
り
、

激
励
の
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

「
つ
ど
い
」
の
主
催
者
で
あ
る

「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
訴
訟

支
援
近
畿
連
絡
会
」
事
務
局
長
の

西
晃
弁
護
士
は
、
引
き
続
く
裁
判

傍
聴
や
要
請
署
名
へ
の
取
り
組
み

強
化
、「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

の
推
進
、
原
水
爆
禁
止
２
０
１
８

年
世
界
大
会
の
成
功
を
「
行
動
提

起
」
し
、「
「
つ
ど
い
」
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
成
功
し
た
が
、
一
日

も
早
く
『
全
面
勝
利
を
め
ざ
す
つ

ど
い
』
の
集
会
名
を
『
全
面
解
決

を
祝
う
つ
ど
い
』
に
変
え
ら
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
閉

会
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 
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ガンバッテいますレポート 

～新婦人～ 

ヒバクシャ国際署

名（5月 31日現在） 

 

３６万７

５２６筆 

核兵器禁止条約批准国は 10ケ国 

みんな繋がろう！一緒に勝利しよう！ 

新婦人は、6月 1日平和部長会議を府本部会議室２回

にわけて全員が参加できる設定をして開催されまし

た。学習会の講師に大阪原水協・岩田幸雄理事長を招

いて、運動の国際的・国内的意義を学びました。 

ヒバクシャ国際署名の到達は、11万 3017筆です。 

その秘訣は、次の三点 

①3000 万憲法署名とあわせ平和の２署名と位置づけ

て、各会員が「９」・「９」筆の目標をもったこと 

②班も目標を掲げていること 

③世界大会までに 20万筆、2020年ＮＰＴまでに 25万

筆目標をかかげている 

また、夏の核兵器禁止条約１周年の原水爆禁止世界大

会を成功させるための目標を３０名、若い世代にも参

加してもらうように工夫しています。 

新婦人の勢いがとまりません。 

裁判の到達点を報告する愛須弁護士 

ベトナムの批准書が５月 17日、国連事務総長に寄

託されました。批准国は１０ヵ国となりました。 

ガイアナ、タイ、バチカン、メキシコ、キューバ、

パレスチナ、ベネズエラ、パラオ、オーストリア、

ベトナム 

 

国
連
Ｈ
Ｐ
よ
り
掲
載 
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モ
リ
カ
ケ
問
題
だ
け
で
な
い
！
外
交
（
核
兵
器
廃
絶
）
問
題
に
お
い
て
も 

‘
記
憶
に
な
い
’‘
明
ら
か
に
し
な
い
’
な
ど
安
倍
政
権
の
隠
蔽
姿
勢 

 

核
兵
器
維
持
の
訴
え
て
い
た
こ
と 

米国の「核の傘」のＮＡＴＯ加盟国・オランダ下院で 

「同盟国の義務」と「核兵器禁止条約への積極的な貢献」議論開始 

五
月
十
三
日
付
朝
日
新
聞
に
よ 

れ
ば
、
２
０
０
９
年
オ
バ
マ
政
権

発
足
当
初
か
ら
「
核
な
き
世
界
」

を
掲
げ
た
の
に
対
し
て
、
米
議
会

諮
問
委
員
会
に
出
席
し
た
日
本
政

府
関
係
者
が
何
を
語
っ
た
の
か
、

自
民
党
の
中
曽
根
弘
文
参
院
議
員

は
「
記
憶
し
て
い
な
い
。
政
府
・

外
務
省
に
確
認
頂
け
れ
ば
」
と
答

え
た
と
の
こ
と
。
核
兵
器
問
題
と

い
う
被
爆
国
に
と
っ
て
最
重
要
な

外
交
問
題
に「
記
憶
し
て
い
な
い
」

と
の
発
言
。
そ
し
て
、
政
府
・ 

外
務
省
は
「
対
外
的
に
議
論
を 

明
ら
か
に
し
な
い
」
と
の
閣
議
決

定
。
昨
年
七
月
七
日
、
国
連
で
核

兵
器
禁
止
条
約
が
１
２
２
カ
国
の

多
数
で
採
択
さ
れ
た
際
に
も
、
会

議
に
出
席
せ
ず
、
反
対
を
続
け
て

い
る
日
本
政
府
の
姿
勢
、
核
保
有

国
と
の
橋
渡
し
を
す
る
と
の
発
言

も
、
橋
渡
し
ど
こ
ろ
か
、
唯
一
の

被
爆
国
が
核
保
有
国
を
後
押
し
し

て
い
る
姿
は
、
国
民
の
前
に
は
出

せ
な
い
た
め
、
「
記
憶
に
な
い
」

「
明
ら
か
に
し
な
い
」
の
で
し
ょ

う
。
い
ま
こ
そ
、
非
核
の
政
府
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

一
方
、
米
国
の
「
核
の
傘
」
の 

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
・
オ
ラ
ン
ダ
下

院
で
は
、
五
月
二
十
三
日
、
政
府

に
対
し
夏
ま
で
に
「
同
盟
国
の
義

務
」
の
枠
内
で
「
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
積
極
的
な
貢
献
」
を
行
う

こ
と
を
求
め
た
動
議
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
昨
年
の
国

連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
会

議
に
参
加
し
、
投
票
で
は
反
対
票

を
投
じ
ま
し
た
。
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
日

本
政
府
の
と
っ
た
行
動
と
は
雲
泥

の
差
で
す
。
こ
の
間
、
日
本
政
府

は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
打
ち
出
し

た
「
核
態
勢
見
直
し
」（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）

に
対
し
て「
高
く
評
価
す
る
」（
河

野
太
郎
外
務
大
臣
）
と
歓
迎
す
る

姿
勢
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
こ
の

Ｎ
Ｐ
Ｒ
は
、
通
常
兵
器
の
攻
撃
に

も
核
兵
器
で
対
応
す
る
こ
と
を
明

記
、
戦
略
核
兵
器
の
維
持
・
近
代

化
と
と
も
に
、
核
兵
器
を
よ
り
使

い
や
す
く
す
る
た
め
の
小
型
核
弾

頭
や
水
上
艦
や
潜
水
艦
か
ら
発
射

す
る
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
開
発
な
ど

を
打
ち
出
し
た
も
の
で
す
。 

朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
む
け
た

急
速
な
国
際
情
勢
の
展
開
の
中
で
、

安
倍
政
権
は
国
際
社
会
か
ら
取
り

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
国
１
０

０
％
支
持
の
み
で
外
交
力
０
％
の

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

被
爆
者
の
高
齢
化
が
す
す
む
中
、

今
こ
そ
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
積

極
的
に
推
進
し
、
国
際
社
会
に
お

い
て
「
名
誉
あ
る
地
位
」（
憲
法
前

文
）
の
政
府
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

６
０
周
年
を
迎
え
る
今

年
の
国
民
平
和
大
行
進

は
、
府
下
各
コ
ー
ス
の

打
ち
合
わ
せ
準
備
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
月
号
に
続
い
て
６
０

年
の
平
和
行
進
の
歴
史
を
少
し
ふ

り
か
え
っ
て
み
ま
す
。 

左
の
記
事
は
、
大
阪
平
和
を
守

る
会
（
現
平
和
委
員
会
）
の
機
関

紙「
平
和
へ
の
道
」（
６
０
年
６
月

号
）
に
掲
載
さ
れ
た
６
０
年
国
民

平
和
行
進
の
記
事
で
す
。
現
在
と

ち
が
っ
て
、「
沖
縄
コ
ー
ス
」の
一

環
で
６
月
２
９
日
に
西
宮
か
ら
池

田
に
入
り
、独
自
の
和
泉
コ
ー
ス
、

河
内
長
野
コ
ー
ス
と
７
月
２
日 

に
大
阪
市
内
中
之
島
で
合
流
し
、

高
槻
、
枚
方
、
柏
原
へ
と
枝
分
か

れ
し
、
京
都
・
奈
良
へ
引
き
継
が

れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

６
０
年
の
国
民
平
和
行
進
は
、

史
上
空
前
の
安
保
闘
争
の
最
中
、

全
行
程
１
万
キ
ロ
、
参
加
人
員
は

延
べ
２
２
０
０
万
人
で
し
た
。
大

阪
に
入
っ
て
き
た
６
月
２
９
日
は
、

６
・
４
安
保
阻
止
第
１
波
ス
ト
、

６
・
１
５
に
第
２
波
ス
ト
、
１
８

日
に
は
第
１
９
次
統
一
行
動
で
国

会
３
３
万
人
デ
モ
、
２
２
日
第
３

波
ス
ト
と
い
う
連
日
行
動
の
中
で

取
り
組
ま
れ
た
「
た
た
か
う
平
和

行
進
」
で
し
た
。 

左
の
写
真
は
、
６
０
年
７
月
大

和
川
・
下
高
野
橋
北
詰
（
田
村
茂

美
氏
提
供
）
の
も
の
で
す
。 

  

                

    

                                       

  

【世界大会のお知らせ】 

 大会参加申し込みの締め切り

が例年より 1週間ほど早まりまし

た。この間の広島でのホテル事

情が、2 年前と大きく変化、宿泊

代が軒並み 5000 円アップ、仮

押さえの部屋の早期明け渡しに

せまられ、申し込み期日は、7月

１９・２０日（10時から 18時）にな

りました。ご配慮いただきご協力

をお願いします。 

核兵器禁止条約成立１周年の原水爆禁止世界大会を大きく成功させよう！ 

２０１８年世界大会の参加実施要項が決まりました。広島大会を中心に全国１万人目標、 

大阪はその目標達成するために５００名目標で取り組みます。 

【今年の世界大会の意義】 

「核兵器と人類は共存できない」「核兵器は必要悪ではありません。究極の悪です」（セツコ・サーローさんノーベ

ル平和賞授賞式演説） この声を全世界にひろげ、核兵器禁止から廃絶へと前進させていくときです。 

 日本と世界の反核平和運動、国連と諸国政府代表と一緒に交流し、これからの展望を示す大会です。７０年以上

被爆者と一緒につくりあげてきた原水爆禁止世界大会に府下各地から各職場から代表を派遣しましょう。 

 ※参加実施要綱は、大阪原水協 HPにアップしますのでご覧ください。 


